第２回就労継続支援B型事業所等の意見交換会　集計結果


（１）どんな施設を目指しているか。

●利用者に合った「働く」ことへの支援

・障害者の特性もあるが、本人の得意なことを活かせるように支援している。

・一般就労につながる場合もあれば、事業所内での異動や事業所の外に送りだすこともある。心の喜びを感じられることを重視した支援を目指している。
・一般就労へのステップアップは考えていない施設や、施設内でのステップアップを目指す施設もある。

・障がい者に日中の居場所やゆとりを見つけてもらえるような施設を目指している。
●施設の事業や定員などの拡充

・利用者は２人と少数なため、少しずつ増やしていきたい。その上で「仕事は楽しく」を心掛けている。

・主な仕事が内職なため、単調でどういう変化をつけていくか、考えを出しあいながらやっている。
●地域での共存

・地域住民が障害に対する理解をより深めてもらい、地域で共存する施設を目指している。
・障がい者の居場所づくりを目指すため、地域の方とのふれあいも大切にしていきたい。
（２）（１）の目指していることで、どんなことに困っているか。

●工賃アップ・仕事の確保

・職員の給料や利用者の工賃アップのためには、仕事の確保であるが、それにより検品が増加し検品作業への負担が増えることで利用者支援が疎かになる。このことが職員間でジレンマになっている。

・新たな商品開発に困っている。景気の影響で商品の売れ行きにも波がある。

・年間契約の仕事は一回の収入は少ない。しかし仕事を確保することも大事である。
・屋内作業だけだとストレスが溜まるので外作業とのバランスが難しい。公園清掃などあればよいが。
・工賃アップは、屋内作業だけでは難しく、持ち回りの仕事など年間通じてコンスタントに仕事が欲しい。
●利用者の障害特性、高齢化・多様化に伴う職員の対応

・本人の年齢、体力、体調など個人差があり、働く能力も見極めが難しい。また、次へのステップの方法も課題である。
・精神障害の方は、知的障害の方と違って利用の波があり、その波に対応するだけの人材がなく難しい。
・利用者の方に自閉症が多いため、作業所では落ち着いているが、家に帰ると困りごとがある問題。事業所がどこまで介入できるのか？立ち位置が分からない。
・利用者が重度化したことによって、作業が出来ない。
●家族や地域住民とのつながり

・知的と精神の親の子どもへの関わり方に違いがある。精神の親は子どもへの関わり方が少ない。家族へのつながりを考えることも必要である。

・近隣住民の目が厳しい時もあり、地域住民への障がい者の理解がなかなか図られない。

・近隣住民などにどうすればより効果的にＰＲ出来るか困っている。

・壁が古い建物で、台風とかになると、飛んでくると危ないので何とかしてと近所からの要求が多い。

祭り等にも、土・日曜日返上して参加するのは難しい。どこまで自治会の中に入っていいのか、難しいなと感じ、とまどっている。折り合いが難しい。
●職員の人材確保・スキルアップ・コミュニケーション

・職員の人材育成や人手不足、職員間のコミュニケーション不足の解消に向けた取り組み。

・後継者の問題がある。施設長が倒れた施設運営が機能しなくなる。

　また、後継者を育てていくうえで、障害福祉分野の仕事は他の福祉分野の仕事に比べ、やりがいや給料面で劣っているというイメージが先行しているため、若者に来てもらいにくい。
●安定的な定員の確保

・職員含めて施設の在籍者が38人で、大きくなるにつれての問題が出ている。

例えば送迎を実施するかどうかの問題。利用者の高齢化に伴う問題。仕事量はあるが、それにみあう工賃が出ない問題。
・精神障がい者は毎日通所できない等により定員に空きが生じたり、一方では定員オーバーの状況に対

する取り組みに困っている。

・利用者が増えない。保護者と利用者が施設に見学に来た際に、親としては小規模な施設が故に、親の負担があると思い、大きい施設を選ぶのかなと思う。
●施設間の連携
・施設間の連携に向けた取り組み。

・施設の体験利用の必要性の問題。
  ⇒小規模作業所などから親が立ち上げた施設は、利用者と施設のマッチングを重視している。

一方、企業等が立ち上げた施設は、希望する方は全て受け入れていこうとする部分が見受けられる。

  体験利用は施設としては収入がなく、利用者が判断するのであれば一旦入所してから辞めてもらったほうが経営的も望ましく、本人がやめる判断をできると思うが･･･。

⇒利用者が一旦入所してしまうと、より自分にあった施設があるかもしれないのに、そこで立ち止まってしまう。
（３）（２）の解決していくためにどのような方法を検討しているか。

●工賃アップ・仕事の確保

・内部作業だけでは苦しいので、工賃ＵＰにはつなげるため、施設外での仕事を職員と利用者がチームを組んで取組む仕事がある。しかし、２、３人行ける人がいないと実現は難しく、精神障がい者は波がある。
・夏の１週間を利用して、県職員住宅の駐車場の植栽管理をしている。
・チラシやインターネットで本日の献立を載せ、毎日更新することで注文をもらうこともある。

・スカーフ、ストールなどの一般女性が使えるものに焦点を絞る。例えば草木染など、付加価値をつけ、逆に高価で値打ちのあるものとして販売する。一般企業の手法に着目して良いとこ取りをする。

・エコプラザの資源ゴミの回収は、回収で得た金額１日5,000円前後の工賃となる。夏場は暑いけど、頑張ればアルミ缶が高額なので工賃が上がる。厳しいけど長い目で見て、プラスになることを探している。

・単調な内職仕事にどういう変化をつけていくか、意見を出し合い考えている。

・販売促進について、宣伝をせずに口コミで地道に行っている。

また、材料費にもお金をかけると味もよく、お土産とかに使ってもらっている。地元の野口公民館には、祭りの際に声をかけてもらっている。
●利用者の障害特性、高齢化・多様化に伴う職員の対応

・日帰り旅行は利用者のモチベーションをあげたり、利用者の知らない一面を見ることができる。

・研修旅行などの企画運営まで利用者に決めてもらって行っている。

・就労Ｂ型の仕事に対して、ピラミッド型の給料制にすることで、利用者のモチベーションを上げている。例えば、ピラミッド型のトップは、弁当作りで工賃が一番高い。利用者はそれを目指す。

・生活介護と就労Ｂ型の仕事を分けずに、生活介護で作業を、就労Ｂ型で確認を行う分業制で行っている。

●家族や地域住民とのつながり

・月に1回、保護者会があり、面談をできるだけしてつながりを深めようとしているが、職員と保護者の顔の見える繋がりは難しくなっている。
・家族会はないが年に二回父母の会があり、いろんな話をしている。

・保護者会から家族会に名前を変更したり、日時を変更したりすることで保護者の意識に変化があると考えたが、変わりなかった。

・地域住民に知ってもらうため、講演会や地域の行事に進んで参加することで障がい者を理解してもらう。
・親は送迎が負担に感じており、施設で送迎する方向で検討中。仕事量をどうしていくか？今は親主体、親の考えで仕事させてほしいと言われるのが主流。施設で仕事量を見ながら、セーブしつつ進めている。
●職員の人材確保・スキルアップ・コミュニケーション

・職員同士で確認し合う環境を作っている。そのため、職員間の日頃のコミュニケーションを良好にする。

・人材育成は、柔軟な発想で職員を指導したり、分析力を養えるようケースから学ぶようにしている。
例えば、調子が悪い利用者は分析して、席や作業を変えたり、気分転換を促すような支援を心掛ける等。

・指導員に利用者は同じ施設内で働く従業員として接するようにと伝えている。

・人手不足を補うために、ルール付をしっかりとしている。

例えば、仕事と仕事の合間の隙間時間を大切にし、休憩時間も日誌をつけるなど暇な時間を作らないようにしている。
・人手不足を解消するために、役割分担を明確にして、各職員のスケジュールを朝又は前日にみんなに伝え、前もって情報共有する。
・指導員の数が増加傾向にあり、利用者３人に１人の支援者体制である。指導員が日替わりのパートでも運営がうまくいくように考えている。
●安定的な定員の確保

・利用者獲得のために、いろんな所に足を運んで、ＰＲしている。自治会で回覧板に施設のパンフレットをつけて回してもらっているが、なかなか形になっていない。逆に、大量の依頼が来ても対処出来ないので、バランスを考えて出来る範囲でやっていきたい。
●施設間の連携

・相談支援事業所の方から施設を紹介してもらい入所してもらう方法もあるが、紹介するにもその施設が何をやっているのか見れないと進めにくい。

・事業所間で提携して、利用者の特性により、郊外か内かのどちらに合っているか見極め、別の施設へ体験利用し、気軽に移れるような連携ができればよい。
（４）地域の中でどんな存在でありたいか。

・厳しく働く力をつけていく、力を育てる施設であり続けたい。

また本人らしい働きに繋げて活躍できるように地域との繋がりを作っていけることが望ましい。
・就労を目指している、困っている人に利用してもらいたい。信頼される施設になりたい。　

・町内会の行事等に参加することで、少しずつ繋がりができ、助け合いが出来る関係作りが大切である。

・地域で愛されたり、見守ってもらえる施設でありたい。

・就労については、少しでも地域社会に貢献できる存在でありたい。

・日頃の付き合いを大切にし、地域と一体となっていく存在。

・利用者がすごい楽しく過ごしている所というイメージを持ってもらえる存在でありたい。

・周りの人が商品を買いに気軽に立ち寄ってもらいやすいようにしていきたい。
・多くの健常者は、日常に障がい者と接する機会があまり無いと思う。同じ地域で生活しているんだなという意識を持ってほしい。それが実現すれば、送迎の問題等もどうにかなっていく気がする。

日時：平成２５年１１月２９日（金）


場所：市立青少年女性センター３階302会議室


参加者：部会員１２名、参加事業所１６名
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